
このようなお困りごとはありませんか

課題解決へのアプローチ

AIを活用した事前チェック

AIがよくある返戻理由や注意

すべきコードに基づき、毎月

の申請前にレセプトを網羅的

に事前チェックすることで、

返戻リスクを削減します。

複雑なルールへの対応

複雑な診療内容の文脈理解や

医院ごとの運用ルール、請求

の意味的妥当性など、高度な

チェックをAIが行い、算定漏

れや不適切な請求を防ぎます。

最新のナレッジと連携

最新の診療報酬点数表、疑義

解釈、チェック観点などのナ

レッジをAIに参照させること

で、精度の高いチェックを実

現します。

導入効果

返戻リスクの大幅削減 収益の取りこぼし防止

レセプトの返戻リスクを削減したい

診療報酬点数の計算は非常に複雑であり、経験豊富な担当者でさえも、コード記載ミスが発生したり、
定期的に改訂される診療報酬点数表の最新情報が反映されずに過去の基準で請求を行ってしまうことがある。

運用イメージ

新人教育のツール

人手不足下での教育ツールに

ナレッジ×AIで医療現場の業務効率化

診療報酬明細書チェック

取りこぼしを防ぎ収益増加に繋げたい

患者さんの病態や診療経過は多岐にわたり、それに応じた適切な診療報酬の算定を見落とすことがある。
特定の疾患管理料や、処置・検査に伴う加算、併用薬の相互作用に関する指導料など、多角的な視点から
適切な点数を選定する必要があるため、複雑な診療内容ほど算定漏れのリスクが高まる。

医事会計システム

ORCA（日本医師会標準
レセプトコンピューター）
など

AIへのプロンプト：
レセプトチェックし修正案提示

ナレッジ ×

疑義解釈・チェック観点
返戻リスクの高い記載不備、併算定
制限、記載ルール

算定漏れ防止観点
疾患・行為に対応した「本来請求可能
な点数」のパターン疾患別チェックマ
スタ

ファイル AI点検での役割

conduct.csv
診療行為の記録。点数の過不足
や妥当性をチェックする主対象

disease.csv
病名と行為の整合性チェックに必須。
主病名要件や適応病名の確認

rezept.csv
レセプト単位の構成を確認。
集計後の漏れや異常点数の発見に有用月ごとの診療報酬データ

最新の診療報酬点数表(厚労省告示）

AIが誤りを検出、事務負担軽減 算定漏れを防ぎ、収益を安定確保
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